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洗
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宅
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美
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。
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家
本
日
の
屋
平
と
館
洋
て

す
や
に
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る
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は
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ま
ず
た
た
な

敬
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安

・
父
。
る
せ
さ
じ
感
を
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ら

創
を
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安
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た
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も
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完
）
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ま
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の
そ
ぼ
ほ
を
姿
の
初
当
建
創
に
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昭
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２
７
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１
し
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、
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）
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付
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た
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さ
定
指
に
財
化
文
要
重
国

指
に
年
２
８
９
１
も
棟
２
蔵
の
属

。）
定　

育
教
の
子
親
川
安
は
端
発
の
築
建

営
経
、
て
つ
か
は
郎
一
敬
。
熱
情
の
へ

智
福
郡
川
田
（
鉱
炭
池
赤
た
い
て
し

学
山
鉱
の
成
養
者
術
技
に
）
池
赤
町

用
私
は
財
蓄
「。
た
い
て
し
立
設
を
校

に
め
た
の
民
公
家
国
、
ず
せ
費
乱
で

郎
次
健
、
し
と
条
信
を
」
し
べ
う
使

、
年
９
０
９
１
に
た
新
て
し
同
賛
も

工
州
九
現
（
校
学
門
専
治
明
に
畑
戸

地
敷
。
校
開
を
校
学
小
や
）
学
大
業

宅
住
兼
館
賓
迎
の
者
校
来
を
端
南
の
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た
し
と
地
用　

野
辰
家
築
建
な
名
著
は
校
学
門
専

も
館
洋
、
ね
委
を
計
設
に
士
博
吾
金

、
後
戦。
計
設
が
所
務
事
の
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博
野
辰

１
の
後
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解
、
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さ
収
接
に
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駐
進
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昭
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５
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さ
立
設
、）
年

受
り
譲
が
部
楽
倶
業
工
本
日
西
た
れ

開
公
般
一
に
秋
と
春
、
在
現
。
た
け
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も
て
し
と
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会
ト
ン
ベ
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ど
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。
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い
て
れ
ま
し

徴
象
の
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の
教
文
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。
め
だ
は
で
物
り
飾
る
な
単
「

後
今
ら
が
な
し
用
活
、
れ
さ
愛
に
民

私
が
の
く
ゆ
て
せ
さ
続
存
年
０
０
１

事
部
楽
倶
同
と
」
す
で
務
責
の
ち
た

今
。
う
言
は
ん
さ
博
木
赤
の
長
局
務

う
お
ら
も
で
ん
し
親
り
よ
、
月
５
年

道
歩
遊
に
内
地
敷
て
し
請
要
に
市
と

企
務
総
所
役
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畑
戸
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た
し
備
整
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「
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係
画
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幸
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中
の
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安
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し
す
で
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の
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憩
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帯
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旧
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た
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築
を
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話
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５
１
９
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も
機
電
川
安

作
製
機
電
川
安
社
会
資
合
に
）
年
４

し
立
設
に
崎
黒
区
西
幡
八
て
し
と
所

入
輸
。
る
え
迎
を
年
０
０
１
で
年
来

取
進
の
そ
た
し
指
目
を
立
自
の
業
産
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通
と
宅
住
家
本
松
旧
、
は
神
精
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。
う
よ
の
か
る
い
て
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月
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０
２
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巻
竜
も
で
中
、
象
気
異
特
の
球
地

で
究
研
の
流
気
降
下
、
流
気
昇
上
や

北
・
郷
故
れ
ま
生
。
士
博
也
哲
田
藤

に
世
後
を
績
功
の
士
博
、
今
で
州
九

来
、
め
集
を
目
注
が
動
活
ぐ
継
り
語

内
市
は
に
）
月
４
年
２
２
０
２
（
春

そ
、
で
館
学
科
る
す
生
誕
く
し
新
に

が
示
展
る
す
介
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を
等
績
功
、
人
の

。
る
い
て
れ
さ
画
計

　

め
じ
は
を
本
日
、
ば
え
い
と
巻
竜

か
な
、
が
る
い
て
し
生
発
で
界
世
全

５
１
均
平
間
年
は
で
カ
リ
メ
ア
も
で

か
し
。
大
甚
も
害
被
き
起
も
個
０
０

に
害
被
、
数
回
生
発
は
で
国
同
、
し

は
て
い
つ
に
度
強
、
も
る
す
目
注
は

に
度
強
の
巻
竜
の
そ
は
士
博
田
藤
た

度
程
の
害
被
、
年
１
７
９
１
、
目
着

速
秒
（
０
Ｆ
を
さ
強
の
そ
ら
か
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地
（

で
ま
）
ル
ベ
レ
い
な
し
在
存
は
に
上
球

し
案
考
を
と
こ
る
す
分
区
に
階
段
の

秒
（
５
Ｆ
ら
か
０
Ｆ
は
に
際
実
。
た

類
分
で
階
段
６
の
で
ま
）
害
被
い
な

ア
、
本
日
て
が
や
、
れ
ら
け
付
名
と

れ
わ
使
で
界
世
全
め
じ
は
を
カ
リ
メ
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規
大
、
年
同
、
た
ま
は
士
博
田
藤

を
巻
竜
子
い
早
り
よ
が
度
速
に
部
内

さ
影
撮
で
ス
サ
キ
テ
、
年
９
７
９
１

大
に
災
防
、
れ
さ
証
実
で
真
写
た
れ

。
た
し
た
果
を
割
役
な
き

で
故
事
機
空
航

 

　

月
６
年
５
７
９
１
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乗
客
乗
、
落
墜
で
風
突
、
雨
豪
の
然

発
が
故
事
る
す
亡
死
が
人
２
１
１
員

が
機
空
航
の
別
は
に
前
直
。
た
し
生

当
、
ら
か
と
こ
る
い
て
し
陸
着
事
無

社
会
空
航
が
だ
。
た
し
断
判
と
因
原

名
に
で
す
時
当
、
ず
き
で
得
納
は
側

査
調
に
士
博
田
藤
た
い
て
れ
ら
知
を

況
状
象
気
の
時
当
は
士
博
。
頼
依
を

雷
「、
査
調
に
念
入
を
ど
な
速
風
や

衝
に
面
地
て
し
降
下
が
風
強
ら
か
雲

研
の
他
。
た
け
づ
論
結
と
」
故
事
る

アメリカ・テキサス州で 1979 年撮影された二重構造の竜巻。藤田博士の提唱が証明された（提供：藤田哲也博士記念会）

に
識
常
の
界
世
や
今
、
目
着
に
度
強
の
巻
竜

研
査
調
の
後
の
そ
。
た
れ
ら
け
付
名

航
、
月
９
年
７
７
９
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、
れ
さ
明
証

の
で
ワ
タ
オ
・
ダ
ナ
カ
て
し
と
る
あ

れ
こ
。
た
け
受
を
彰
表
で
議
会
際
国

常
が
と
こ
る
す
止
防
を
故
事
機
空
航

役
た
し
た
果
が
果
成
、
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研
の
々
数

。
い
き
大
く
な
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限
は
割
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０
２
９
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博
田
藤

）
年
９
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（
町
根
曽
郡
救
企、
月

生
の
）
根
曽
中
区
南
倉
小
市
州
九
北

小
立
県
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倉
小
制
旧
。
れ
ま

・現
（
校
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門
専
治
明
ら
か
）
校
高
倉

小
。
だ
ん
進
に
）
学
大
業
工
州
九

天
に
特
、
察
観
然
自
ら
か
く
早
で
響

門
専
治
明
、
で
き
好
が
学
質
地
、
体

手
助
究
研
の
授
教
学
質
地
は
で
校
学

20崎
長
の
後
直
下
投
爆
原
、
月
８
）
年

行
に
査
調
て
し
と
授
教
助
学
理
物
に

・
岡
福
は
に
月
８
年
７
４
９
１
、
き

雲
雷
で
所
候
測
山
振
背
の
境
県
賀
佐

乱
積
た
れ
ら
げ
上
し
押
で
流
気
昇
上

し
生
発
が
流
気
降
下
な
力
強
ら
か
雲

、
時
当
。
た
し
認
確
を
と
こ
る
い
て

知
を
と
こ
る
い
て
し
認
確
を
象
事
様

招
ら
か
授
教
同
た
い
驚
、
ろ
こ
と
た

士
博
学
理
で
学
大
京
東
、
け
受
を
聘

渡
、
年
３
５
９
１
の
後
得
取
を
格
資

、
巻
竜
で
大
ゴ
カ
シ、
後
以。
米

未
お
な
。
た
ね
重
を
究
研
な

抱
を
味
興
の
へ
の
も
る
な
知

年
８
９
９
１
が
た
い
て
け
続
き

）
年
９
成
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（
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た
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番
一
が
郷
故
は
士
博
田
藤
な
ん
そ

書
著
は
史
女
か
や
さ
森
員
会
士
報
予

に
も
と
と
化
悪
の
状
病
は
士
博
、
で

」
―
―
川
の
彼
し
り
釣
鮒
小
、
山
の
彼

。
す
記
と
、
た
れ
ら
お
で
ん
さ
ず
口
と

の
大
業
工
州
九
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る
た
当
に
輩
後
年

（
授
教
誉
名
嗣
侑
田
富

78

士
博
も
）

そ
「
た
ま
、
り
入
じ
感
に
愛
土
郷
の

調
を
害
災
の
ど
な
巻
竜
は
績
業
の

メ
ア
、
く
な
で
け
だ
る
す
類
分
、
査

さ
立
確
を
制
体
災
防
の
会
社
カ
リ

料
材
究
研
の
後
今
に
会
社
類
人
、
せ

そ
「て
し
そ。
る
す
評
と」
た
し
言
提
を

人
の
ど
ん
と
ほ
の
元
地
を
士
博
な
ん

。
も
と
」
す
で
念
残
が
の
い
な
ら
知
が

　

也
碩
の
弟
、
年
晩
は
士
博
田
藤

が
妹
、
弟
、
親
両
「
れ
た
立
先
に
氏

弔
に
族
家
の
氏
也
碩
と
」
す
ま
り
帰

れ
ら
葬
に
根
曽
中
の
郷
故
し
国
帰
て

に
ち
た
人
の
り
か
ゆ
、
時
の
そ
。
た

会
員
委
備
準
設
建
館
念
記
田
藤
り
よ

）
称
改
に
会
念
記
士
博
田
藤
、
後
（

に
心
中
を
志
有
元
地
、
れ
さ
成
結
が

　

　

の
々
数
等
減
激
故
事
の
時
着
発
離
機

学
象
気
な
大
偉
た
げ
遂
し
成
を
業
偉

羽
に
界
世
ら
か
州
九
北
こ
こ
、
が
者

と
」
う
思
に
り
誇
を
と
こ
た
い
た
ば

を
姿
の
そ
で
館
学
科
い
し
新
。
会
同

。
る
き
で
見
再

）
載
掲
号
月
４
・
３
年
１
２
０
２
（

　

小倉南区中曽根の生家近くの藤田博士の墓碑。碑に、竜巻の形が刻まれている。

藤田哲也博士（提供：藤田哲也博士記念会）

※ 

巻
竜
の
で
本
日

　

　

 

」
記
丈
方
「
明
長
鴨
は
で
内
国

治
で
記
表
の
」
風
辻
「
に
ど
な

京
、）
年
０
８
１
１
（
年
４
承

古
も
最
が
と
こ
た
し
生
発
で
都

を
内
市
都
京
の
在
現
。
録
記
い

現
。
う
い
と
た
け
受
を
害
被
な

２
成
平
（
年
０
９
９
１
は
で
代

）
年

12

市
原
茂
県
葉
千
、
月

０
０
１
ど
な
ス
バ
ロ
ク
イ
マ
で

さ
ば
飛
き
吹
が
車
の
上
以
台
０れ

74

３
４
２
物
建
、
傷
死
が
人

起
が
事
惨
大
る
す
壊
半
全
が
棟

 

。
た
き

※ 

年
２
２
０
２
は
館
学
科
い
し
新

州
九
北
、
月
４
）
年
４
和
令
（

田
藤
に
部
内
。」
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
ス

高
、
め
始
を
介
紹
績
業
の
士
博さ

10

て
し
開
公
、
備
整
を
ど
な
置
装

現
学
科
な
議
思
不
た
ま
。
る
い

宙
宇
と
ム
ウ
リ
タ
ネ
ラ
プ
、
象

。
る
あ
も

北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
六
十
一
回

北
九
州
が
生
ん
だ
先
人
・
安
川
一
族
　
　

近
代
社
会
・
人
を
育
む

明
治
以
降
、
現
代
ま
で
北
九
州
は
数
多
い
文

人
、
技
術
者
、
思
想
家
、
教
育
者
等
を
産
み
育
て
、

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
今
も
な
お
進
捗
続
け
て

い
る
。
今
回
は
そ
の
中
で
も
、
炭
鉱
・
石
炭
業

を
手
始
め
に
、
電
機
関
係
、
日
中
を
は
じ
め
国

際
友
好
な
ど
に
一
族
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
安

川
一
族
を
紹
介
し
た
い
。
地
元
北
九
州
は
も
と
よ

り
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
、
今
な
お
活
躍
す
る

そ
の
姿
は
北
九
州
の
誇
り
で
も
あ
ろ
う
。

そ
の
一
端
を
見
る
。

創
業
者
敬
一
郎「
財
は
公
共
の
も
の
　

私
す
べ
か
ら
ず
」の
信
念

そ
の
契
機
は
幕
末
・
福
岡
藩
士
の
4
男
と
し

て
出
生
し
た
安
川
敬
一
郎
（
１
８
４
９
～
１
９
３

４
）
で
あ
る
。
幼
児
期
か
ら
漢
学
を
学
び
、
藩

費
学
生
と
し
て
京
都
、
静
岡
に
留
学
。
勝
海
舟

と
も
会
っ
て
洋
学
を
勧
め
ら
れ
明
治
期
、
慶
應

義
塾
に
入
学
し
た
。
帰
郷
後
、
兄
・
松
本
潜
と

と
も
に
家
業
の
炭
鉱
事
業
に
従
事
。
明
治
22
年

（
１
８
８
５
）
の
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
設
立
に

尽
力
し
本
店
を
若
松
に
、
大
阪
と
門
司
に
支
店

を
開
設
し
た
。

明
治
42
年
（
１
９
０
５
）
4
月
、
私
費
で
九

州
工
業
大
学
の
前
身
の
私
立
明
治
専
門
学
校

（
略
称
：
明
専
）
を
設
立
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
炭
鉱
等
で
得
た
巨
額
の
資
産
に
つ
い
て
「
国
家

興
隆
の
も
と
は
、
ま
ず
人
材
養
成
。
財
は
天
下

公
共
の
も
の
。
之
を
私
す
べ
か
ら
ず
」
と
の
信
念

が
あ
っ
た
。
後
年
、
衆
議
院
議
員
、
男
爵
に
も

な
っ
て
貴
族
院
議
員
も
経
験
、
昭
和
9
年
（
１

９
３
４
）、
86
歳
で
他
界
し
た
が
、
中
国
か
ら
日

本
に
亡
命
し
て
い
た
孫
文
と
の
親
交
、
援
助
も

厚
か
っ
た
。
そ
の
関
係
は
孫
の
安
川
寛
に
も
引

き
継
が
れ
日
中
友
好
の
道
を
太
く
し
た
。　

安
川
一
族
挙
げ
て
社
会
に
、 

人
に
貢
献

敬
一
郎
に
は
５
人
の
男
児
が
い
た
。
２
人
は
早

世
な
ど
し
、
次
男
健
次
郎
は
父
敬
一
郎
の
兄
・

松
本
潜
の
養
子
に
な
り
松
本
健
次
郎
と
し
て
石

炭
販
売
網
拡
充
に
尽
力
。
三
男
清
三
郎
は
大
正

８
年
（
１
９
１
９
）
株
式
会
社
安
川
電
機
製
作

所
設
立
時
の
社
長
を
務
め
、
彼
の
子
が
安
川
寛

（
ひ
ろ
し
）。
昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）
父
・
清

三
郎
の
死
で
安
川
電
機
取
締
役
に
就
任
し
、以
後
、

41
年
間
に
わ
た
っ
て
同
社
社
長
、
会
長
を
務
め

た
ほ
か
、
7
期
21
年
に
わ
た
っ
て
北
九
州
商
工
会

議
所
会
頭
を
、
ま
た
九
州
陸
上
競
技
協
会
会
長
、

ブ
ラ
ジ
ル
名
誉
領
事
を
務
め
る
な
ど
し
た
。
彼

も
少
年
時
代
、
孫
文
と
並
ん
で
写
っ
た
写
真
を

持
ち
、
訪
中
の
際
、
大
連
市
長
に
頼
ま
れ
て
譲

っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

5
男
が
第
五
郎
。
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）、

安
川
電
機
が
合
資
会
社
安
川
電
機
製
作
所
と
し

て
八
幡
・
黒
崎
で
ス
タ
ー
ト
し
た
時
、
代
表
社

員
と
し
て
参
画
。
同
8
年
に
株
式
会
社
と
し
て

合
資
会
社
を
吸
収
合
併
時
に
は
兄
清
三
郎
が
社

長
、
第
五
郎
は
常
務
と
し
て
機
械
製
造
部
門
を

担
当
し
、
兄
の
死
で
社
長
と
な
っ
た
。
会
社
は

大
正
4
年
の
創
設
時
か
ら
昭
和

7
年
ま
で
の
実
に
17
年
間
、
赤
字

続
き
だ
っ
た
。そ
の
間
、人
員
整
理
、

減
資
な
ど
の
苦
境
に
あ
え
ぎ
な
が

ら
も
モ
ー
タ
ー
な
ど
電
動
機
の
製

造
を
中
心
に
し
た
事
業
を
展
開
。

敗
戦
に
よ
っ
て
一
度
は
大
打
撃
を

こ
う
む
っ
た
も
の
の
、
日
本
経
済

の
発
展
に
伴
う
電
動
機
需
要
の
高

ま
り
で
業
績
が
拡
大
、
工
場
も
八

幡
だ
け
で
な
く
行
橋
、
小
倉
、
さ

ら
に
は
関
東
に
増
設
す
る
な
ど
し
た
。

第
五
郎
は
頼
ま
れ
る
と
断
れ
な
い
性
格
と
い

わ
れ
た
。
頼
ま
れ
る
の
は
い
ず
れ
も
苦
し
く
、
間

尺
に
合
わ
な
い
も
の
が
多
い
。
一
例
と
し
て
戦
前

は
電
機
統
制
会
会
長
、
敗
戦
直
後
の
石
炭
庁
長

官
。
そ
の
後
の
追
放
解
除
後
に
は
日
銀
政
策
委

員
、九
州
電
力
会
長
な
ど
限
り
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
中
で
特
に
引
き
付
け
ら
れ
る
の
は
原

子
力
関
係
。
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）、
日
本

原
子
力
研
究
所
理
事
長
に
、
翌
32
年
に
は
初
代

の
原
子
力
発
電
会
社
社
長
に
任
じ
ら
れ
た
。
国

民
一
般
に
最
も
身
近
に
思
え
た
の
は
、
昭
和
39
年

（
１
９
６
４
）
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
第
五
郎

は
組
織
委
員
会
長
職
を
任
じ
ら
れ
、
そ
れ
ま
で

幹
部
の
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

た
東
京
五
輪
を
大
成
功
に
導
い
た
。

こ
れ
ら
安
川
一
族
が
果
た
し
た
成
果
、
そ
の
原

点
と
も
言
え
る
安
川
敬
一
郎
ら
の
信
念
に
つ
い
て
、

郷
土
史
家
轟
良
子
さ
ん
は
、
そ
の
著
「
海
峡
の

風　

北
九
州
を
彩
っ
た
先
人
た
ち
」
で
「
国
家

興
隆
の
も
と
は
ま
ず
人
材
養
成
と
考
え
た
敬
一

郎
、
松
本
健
次
郎
の
信
念
は
、
今
の
世
に
も
通

じ
る
。
財
は
天
下
公
共
の
も
の
。
之
を
私
す
べ

か
ら
ず
、
と
言
っ
た
明
専
建
学
の
精
神
は
、
現

代
に
こ
そ
語
り
継
が
れ
る
意
味
が
あ
る
」と
記
し
、

彼
等
の
精
神
、
生
き
方
に
感
銘
を
受
け
た
と
話

し
て
い
る
。

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ 

村
田
和
夫

安川敬一郎

戸畑区にある西日本工業倶楽部（旧松本邸）。敬一郎の「財は私すべきではない」との遺訓に沿って、
孫の安川寛が伯父・松本健次郎邸を北九州の経済団体活動の場にした。


